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〈270）明治四十

・

四年五日 五 十 弼

（

講
　
　

話
）

　
○
ブ

ナ

ム

シ

解

罰
手

引
（

孟

島、
寺
尾
）

●
フ

ナ

ム

シ

解
剖
手
引

唯

　
　

　
寺
尾
新
白
ず

。

本
篇
ほ

玉

島
歓

授
の

薄
稿

．旨
汀
巳
P
同

寄
O
口

U
碍

笥
5

 

ぎ
二

ε．．

　
　

を

墓
礎
遣

し
て

外
形
の

觀
察
を

行
ひ

ぬ
る

外

爾
内

部
の

形
態
を

觀

察
L、

其
他

諸

　
　

書
逡

封
照

し
て

得
る

所
を

凡
て

解

剖
手

引

に

書
き

綴
り

☆

る

る
の

に

し
て

同
敏

　
　

授
の

校
閲
を

經

六

り
。

　
　

　
材
料
鳳

東

京
品

川、

相
州
三

崎
及
び

房
州
鷹
の

島

産
の

も
の

を
廻

ひ

★

り
。

外

　
　

に、

鹿
兒

島
産
の

適
の
一

疋
を

檢
し

て
、

些

少

な
が

ら
も

形

態
に

差
異

あ

る

を

認

　
　

め

六
れ

ば
、

本
邦
の

請
所
に

産
す

る

者
に

て

は
、

典

間

に

著
し
き

差
異

あ
る

者
な

　
　

き
を

保
し

難
し。

　
　

　
本

篇
を

草
ず

る

に

當
つ

て

貴

重

な
る

材
料
を

惠
輿
せ

ら

れ
、

叉

躅
蘯
を

貸
與
せ

・

　
　

ら
れ

た
る

中
澤
理

學
士
に

向
て

厚

く

感
謝
す

。

衙
朴
澤、

永

澤
繭
理

墨

士
及
び

奥

　
　

村、

山
田

、

日
比
野
の

三

君
の

好

意
に

醤
し

て

も
竝
に

深

叢｛
謝
の

意
を

表
す

。

　
　

　
爾

　

材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・

　
フ

ナ
ム

シ

は

學
名
を

ト

膏
ミ

§
ミ
凡

§

劉
三
ジ

H
望
遷

ヘ

ミ

§
o
驚

§

（

切
o．
q
拷

）

ご

云

ひ

て

東
京

、

三

崎
等
の

海
岸
に

普

通
な

り
Q

徇
函

館
、

・

敦
賀

、

祕

戸
、

長

崎
等
の

地

に

も

産

す
ご

い

ふ
Q

恐
く

は

本

邦
海
岸
の

殆
ざ

到
る

處
に

廣
く

分

布
せ

る

な
ら
ん

．

此

の

蟲
を

捕

ふ

る

に
は

晝
間

鳥

黐
を

以

て

す
る

か
、

或
は

夜
間
提

灯
を

携
へ

て

探

集
す
る

を
可
ビ

す
〇

三
崎
等
に

て

は

夥・
し

く

群
集・
し

て

生

活・
し

、

其
の

數
十

疋

を

捕
獲
す
る

事
容
易
な
う
。

然
れ

ざ

も

氣

候
寒

袷
こ

な
る

や
全
く

其
の

影
を

潜
む

る

が

故
に

、

冬
期
に

あ
り

て

ば・

海
岸

理

學
博
士

四
二

五

　
島

　
清
　
太
　
郎

寺

　
　

尾

　
　
　

新

の

石

な
ざ

を
逸
む
て

探
す
ぺ

・
し
。

然
る

時
は

ク

モ

算｝
ご

共
に一
蟄
居

せ

る

を
得
べ

・
し
。

捕
へ

た
る

者
は
之

を
酒
精

に

投
せ

よ
。

7
オ

川

マ

リ

ノ

は

不
可
な

り
。

七
十

％

の

酒
精
に

て

永
く

保
存
す
る

を

得

べ

し
。

弱
度
の

酒
精
申
に

長
く
放
置
す
る

時
は

研
究
肌

適
せ

ざ
る

に

至

ら
ん
。

材
料
は

得
る

事
難
か

ら
ざ
る

動

物
の

事
な
れ

ば
、

な

る

べ

く

多
數
を

探
集
せ

ん

事
を

期
す
べ

し
。

殊
に

雌
の

如

き

生

殖

時

期
に

あ

る

ご

然
ら

ざ

る

ご

に
ゾ

て

形

態
を

異
に

す
る

も
の

な

れ

ば
、

兩

期
の

も
の

を
集
む
る

必

要
あ

り
。

　
　
　
＝

　
外
形

か
鰹

、

葺
、

響
簪
響
ゼ

ざ
び
ギ

券
墾
繋
蕎
姻

・

（
一
）

　
全

體
は

前
よ

b
後
に

順
次
に

連

結
せ

る

君
干
箇
の

關
節
を

以
て

成
る
。

　
　
　
　
　
　

、

（

二
V

全

體
の

前
後
に

亙
つ

ず

二

二

部
を
跖

別
す
る

を

得
。

前
體

、

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

中
體

、

後
體

是
れ

な

り
o

前
體
は

頭
部
ご

胸
部
の

第
一

節
置

の

癒

哈
臣
ヒ

て

成
れ

る

も
の

に

む
て

、

馴
調
は

爾
餘
の

胸

節
を
以

て

成
り

後
體
は

即
ち
胴
部
（

又
は

腹
部
）

な

り
o

（

三
）

　
體
形
は

長

卵
形
に

し
て

中

體
の

第
四

節
最
も

其
幅

廣
く

漸

次
後

方
に

行
く

に

從
て

狹
小

こ

な
る
o

〆

＼
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 一 十 七 百 二 第 誌 雜 學 物 動（271 ）

（

四
）

　
前
體
を

注
視

す
れ

ば

頭

部
ご

第
一

胸

節
‘

の

癒
合
せ

し

筒

所
は

前

體
の

後
線
の

近
く

に

横
走
せ

る
一

溝
に

よ
り
て

明
に

認
め

ら
る
。

癒
合
せ

し

此
の

第
一

胸

節
は

爾
鱇
の

胸

節
に

比

し
て

甚

だ

小
な

り
。

（

五
）

　

頭
部
は

其
長
さ
苴
ハ

幅…
よ

り

も

小
に

し

て
、

爾
…

者
の

比
は
＝
一

對
七
な
b
。

（

六
）

　

頭
部
は

其
前
線

圓
ー
、

頭
部
の

兩

端
に

近
く

左
右
各
一

箇

の

大
な
る

栗

實
状
の

眼
ゐ

b
。

（

七
）

　

眼
の

表
面
を

廓
大
鏡
に

て

窺
ふ

時
は

小

な
る

旺
劉
の

無

數

に

存
す
る

を
見
る

べ

・
し
。

是
れ

即

ち
小

眼
の

匿
劃
に

む
て

、

眼
全

體
は

即
ち
複
眼
な

り
。

（

入
）

頭
部
の

前
端
よ
り

長

大
な
る

觸

角
の

生
ぜ

る

あ
り
。

是
れ

第
二

觸

角
な
b
。

第
一

觸
角
に

關
し
て

は

後
の

觀
察
に

讓
る

を
可

巴

す
。

（

九
）

　

中
膿
は

略
ぼ

相

等
し

き
若

干
箇
の

體

節
を
以

て

成
る
。

其

數
を

數
へ

よ
。

即
ち

七
箇
な

り
。

こ

れ

に

よ
り

て

見
る

に

頭
部
に

癒
合
せ

し

も
の

を

合
す
れ
ば

胸
節
は

八

箇
な
る

を
知
る
。

（

一

〇
）

後
體

即

ち
胴

部

の

後
端
に
は

長
き

尾
袱
附
麟
肢
あ
り
。

こ

れ

を

除
け

ば

中
體
に

比
し

て

其
長
さ

短
む
。

正

中
線
に

て

測
れ

ば

兩
者
の

比
は

殆
ご

七
獨
十
二

な
り
。

（

＝
）

胴

部

を
成

す
關
節
は

其

數
六

箇
な
b
。

（

一

二
）

第
一

、

第
二

の

兩
胴

節
は

甚
だ

小
な

り
。

啻
に

其
長
さ

の

み

な
ら
寺

其
幅
に

於
て

も

爾
像
の

胴

節
に

比
し
て

著・
し

く

劣
れ

bo

藷

　
話
）

O
フ

ナ

ム

シ

解

剖

手
引
（

五

島、
寺
尾
）

　
（

＝
二
）

　
最

後
の

胴
節
は

爾
餘
の

胴

節
に

比

む
て

著

む
く

大

な

　
り
o

こ

れ

を

尾
節
ご

稱
し

其

幅
は

其
長
さ

に

比

し
C
少
し
く

大
な

り
。

注
覗
言

れ

ば

後
線
に

近
ー
徹

翦
な

れ

こ
も

横
走
せ

る

纏
線
を

認
む
べ

む
。

殊
に

色
彩
の

濃
淡
に

注
意
す
る

時
は

認
め

易
し
。

是

　
れ

第
六
ご

第
七
こ

の

爾

胴

節
が

癒
合
せ

む
簡

所
を
示
す

所
の

も
の

　
な

り
。

即

ち
胴

部
に

は

七

節
あ
る

を

知
る
。

　
（

一

四
）

　
正

中
線
に

浩

う

て

秦

長
を

測
れ

。

大
な
る

は

雄
扮
δ

り
o

　
（

一

五
）

　

新
鮮
な
る

材
料
を

得
把
る

時

は

色

彩
の

觀

察
を

行
ふ

べ

　

し
。

體
表
は

多
ー
は

暗
褐
色
な
れ
．

言

も

正

中
線
及
び

芹

右
兩

線
に

…

沿
う
て

簔
色
な
・

を

見
・

事
多
し

。

省
、

嚢
は
散

在

芸
顆

一

粒

状
小

點
に

て

蔽
は

る

タ

を
注

意
せ

よ
0

1

（

一

六
）

　
全

體
は

背
腹
に

扁
李
に

む

て

左
右
に

幅
廣・
し

。

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
ヘ
　

　
ヘ

　
　

へ

　

　も
　
　
ヘ

　

　

ヘ
　

　
ヘ
　

　
カ

　

　
も

　

　
ヘ

　

　
ヘ
　

　
ヘ
　

　
リ

ー

O
腹
面
を
上
に

む
て

次
の

如

き

觀

察
を
爲
せ

．

（

一

七
）

前
醴
に

於
て

は

略
ぼ

圓
錐

朕
に

突
出
せ

る

ロ

器
、

申
體

　

に

て

は

七
劉

の

歩

脚
、

後
體
に

於
て

ほ

膜

状
の

若
干
對
の

胴
部
附

冖

屬

肢
及
び

縱

裂
孔

朕
の

肛
門
ご

を
見
る

べ

・
し

。

其

他
、

雌
に

し

て

、

生
殖
時

期
に

あ
る

も
の

に

て

は

中
體
に

於
て

瀬
著
な

る

孵
卵
嚢
あ

　

り
Q

、

（

一

入
）

頭
部
の

前

端
に

於
て

第
一

觸

角
の

所

在
を
檢
せ

よ
。

左

　

右
第
一
亠

觸

角
の

甚

端
間
に

介
在
せ

り
。

廓
大

鏡
に

て

窺
ひ
つ

主

沈

　

意
し

て

其
一

方
の

み

を
解
剖
針
を
以
て

其
附

着
點
よ

り
取
り

離
す

　
べ

む
。

殘
・
し

置
き
だ

る

他
の
】

方
は

取
り
離
し

陀

る

も
の

ご

比

較

　

し
て

其
位
置

を
定
む

る

に

必

要
な
り
。

第
一

觸

角
は
甚
だ
小
に

し

　

て

僅
に

三

節
よ
b
成
り
、

最
後
の

笛
は

頗
る

短
く

略

ぽ

三

角
形
を

四

三

8
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丶

‘272）明治四十四年五日 五 十 月

（

講

　

　

話
）

　
○
フ

ナ

ム

シ

解
剖
手
引〔
譲
島、
寺
尾）

な

し
、

墓
部
の

節
は

可
成

大
に
・
し

て

太
く
、

第
二

節
は

前
者
に

比

し
て

細
く

且
っ

甚
だ

微
に

長
・

し
Q

而
・
し

て

第
一

觸
角
は
背
腹
に

幅

廣
く
左
右
に

幅〜
狹・
し
o

（

一

九
）

　
第
一

觸

角
の

左
右
に
一

婁
の

第
二

鯛

角
あ

b
。

後
方
に

充
分
に

延
ば
す

時
は

體
の

後
端
即
ち

最
後
の

胴

節
の

後
線
に

至

う

崛

右

く

は

奨
先
へ

も 
運

す
o

（

二

〇
）

　
第
二

觸
角
を
基
躑
よ

り

剿

離
し

て

仔

細
に

檢
せ

よ
o

此

れ

に

二

部

を
識

別
す
る

を
得

。

日

ぐ

柄
部
曰
く

鞭
毛
部

。

（

輔

二
）

柄
部
は

五

節
よ
り

成
り
、

第
一

第
二

の

兩

節
は
甚
だ

短

く
且
っ

賂

ぼ

相
等
し
。

第
三

笛
は

第
二

笛
よ

り

も

約
二

倍
長
し
。

第
四

節
は

其
長
さ

第一一
一
紳

即
の

二

倍
よ

り

少・
し

く

長｝
し
o

第
五
笛哩

は

第
三

節
の

三

倍
の

長
さ

あ

う
o

第
三

、

第
四

、

第
五
の

三

節
は

其

背
面
の

殆
ご

末
端
に

各
小

な

る
一

棘
を

有
す

。

鞭
毛
部
は

多
數
の

小

な
る

節
よ
り

成
る
o

其

數
を

數
へ

よ
o

箇
體

に

よ
b
て

異
な
れ

ざ

三
＋

乃
至

四

十
な

る

を
常
ピ

す
，

若
し
蝦
あ
ら

ば

多
數
の

箇
體

に

つ

い

て

此
を…
計

算
せ

よ
o

（

ニ

ニ
）

　
口

器
の

前
端
に

於
て

皮
膚
突
出
・

し

て

後
方
の

ロ

部
附

屬

肢
を

蔽
へ

る

あ
り
。

横
皴
め

り
て

前
後
し

屈
折
す
る

を
得

。

上

唇

は

即

ち
是
れ
な
り
o

（

二

三
）

上

唇
の

後
方
に

存
せ

る

口

部
附

属
肢
は

前
よ

う

後
に

順

次
に

數
ふ

れ
ば

次
の

如
し
。

大

顎
、

第
一

小

顎
、

第
二

小

顎
、

顎

脚
以
上

各
一

對
な
り
o

此
の

他
、

大

顎
ご

第
一

小

顎
こ

の

悶
に

介

在
｛

て

膜
妖

突
起
あ
れ

こ

も

附
屬

肢
に

て

は

あ

ら

す
。

筋
謂

下
唇

は

此
れ

な

う
c

圏

四

　
（

二

四
）

　
解
剖
針
を
以

て

日

器
の

左
方
の

も

の

の

み
を
瀬
次
に

取

　

り

離
せ

。

手

術

困
難
な

ら
ば
後
方
よ

b
逆
に

前
方
に

及
ぶ

べ

む
。

　

剥
離
し
た

る

附

屬
肢
は

此

を
常
法
に

よ

り

て

酒

精
に

て

脱
水・
し

丁

　

字
油
に

て

透
明
に

し
た

る

後
バ

ル

ず
ム

に

て

封

す
る

か

又
は

酒

精

　

標

本
を
一

旦

水

に

移・
し

セ

る

後
直
に
グ

ヲ

セ

リ

ン

膠
に
て

封
じ
て

；
レ

づ

了

差
な
ぜ

ぱ
微

細
な
る

鬆
を

窺
ふ

に

饗
り
・

一

三
五
）

剥
は

莠
羹
に

し
て

此
れ
に

二

部
を

懿
す
る

を

…

得
。

響
内
方
・

驫
貘
篷
及

び

外
方
な

畠
嚢
突

難

一

れ

な
り
。

齟
齒
状
突
起
の

表

面
鰐

は

細
溝
あ
bo

門
齒
歌
突
趨
に

憂
籠
蜷
籍
灘

鵜
い

藻
鮴

鯣
撚

…

齒
状

突
起
の

内
面
に

は

約
十

二

本
の

毛
一

列
に

並
べ

り
。

　
（

凡
て

…

此
等
の

形
状
を

窺
は

ん

に

は

三

十
倍
乃
至
五

十

倍
の

顯
微
鏡
を

用

…

ふ

・

窶
す

。

以

否
講
鑁
に

3
て

の

黎

髭
の

器

一

械
を
必

要

蔭
榛
多
し
。

）

一

（

二
⊥

ハ

）

　
第
一

小

顎
は
二

叉
し

内
枝
は

其

先
端
に

近

き
所
に

三
つ

｛

の

羽
状
突
起

及
び

細

毛
の

一

群
を

具
へ

、

外
枝
は

其
末

端
に

數
多

房
簸
突
起
を

有
し

砦
騫
は

外
方
な
・

大
な
・

も

の

及
び

内

　
・

方

な
る

細

犠
れ
る

も
の

ビ

の

二

類
に

分
つ

を
得
べ

し
。

　
（

二

七
）

　

第
二

小

顎
は

稍
玄

舌
玳
に

し
て

圓
き

頂
蟷
の

周

圍

巻

　
遠

宇
部
の

内
側
に

は

無

數
の

細
毛
あ
b
。

此
毛

騨
中
よ

り

次
の

三

　
群
を
識
別

す
る

を
得
る

事
あ

り
、

頂
端
の

周
り

な
る

大
な

る

者
y

内
側

に

存
し
て

且
つ

前
者
よ

b
少・
し
’
・

近

強
ぜ
る

長
き

晋
、

次
に

　

甚
だ

小

な

る

者
淌

他
に

小

な
る

者
ε

淑

ゲ
。

第
二

小
顎
の

前
面
即

，

潮

N 工工
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ち

第
一

小
顎
に

向
へ

る

面
に

於
て

末
端
に

近
く

横
走
せ

る

皺
線
あ

ポ
。

此
の

横
線
は

微
に

殘
れ

る

關

節
の

痕
跡
を

指
示

す
。

三
八
）

顎
鄰
は

後
方
よ

り

し
て

前
方
匚

存
せ

る

ロ

部

附

屬
跂
を

蔽
ひ

昆
蟲
に

於
け
る

ご

洞

様
の

下
唇
を
な

す
．

次
の

諸

部
を
腿
別

す
。

（

イ
）

略

ぼ

長
方
形
に

し

て

甚
だ

大

な
る

莖
部

、

之

の

外
縁
の

基
部
に

於
て

舌
状
の
一

片
を
具
ふ
o

（

買

）

莖
部
の

遠

端
に
、「

結
せ

る

觸
鬚

・

之
は

五

節
よ

り

成
り
、

基
部
の

節
は

甚

だ

短
ー

第
二

節

は

前

者
の

長
さ

の

三
倍
あ

り
。

（

注

意

ー
箇
體
に

よ
り

て

は

前
着

の

長
さ

の

二

倍
の

も
の

あ

り
。

）

第
三

節
は

第
二

簿
の

二

分
の

一

よ

b
や
弖

長
く

第
四

笛
は
殆
ざ

第
三

節
ご

同
長
に

し
て

第
五

節
は

甚

だ
小

且
つ

三

角
形

を
な
す

。

（

二

九
）

右
側

の

も

の

を

取
し

雌
し

て

以

上

左

側
の

も
の

に

つ

い

て

觀
察
し
詑
洛

所
冠

比

較
せ

よ
。

凡
て

相

等
む
。

但・
し

大

顎
の

門

齒
状
突
起
中

内
方
の

も
の

は

其
先
端

三

分
せ

す、
し

て

約
十

箇
の

齒

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　 

状
突
起
を

な

す
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　…

（

三

〇
）

　

上

唇
、

左
右
大

顎
及

び

所
謂
下

唇
に

圍
串“
れ

て

ロ

あ

b
。

　へ

縱
」

長
む
。

探
毛
を
挿
入

せ

よ
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　一

（

三
一
）

所
謂
下

唇
を

取
り

離
せ

。

中
央
よ

ら

縱
に

二

葉
に

分
陀

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

れ
、

後

側
に

は

膨
出
め

り
。

（

三
二
）

中
醴
の

第
四

節
を

前
後
の

體
節
よ
り

切
離
し
て

精
査
せ

よ
・

切
離
す
る

は

體

笛
肉
の

柔
軟
部
を
擇
び

且
つ

雄
若
ー

は
生

殖

時
期
に

あ

ら

ざ

る

雌
に

つ

い

て

手

術
を

施
す
べ

し
。

體
甲

に

三

者

を

區
別

す
る

を
得

。

背
面
な

る

弧

状
を

爲
せ

る

者
、

腹
面
な

る

殆
ご

李
た

き

者
及
び

背
面
な

る

者
の

庇
鐡
に

伸
長
せ
る

者
是
れ

な

り
。

　

　
　
（
焉

　
話
）

○
フ

玄
シ

解

剖
手

引
（

五

島、
寺
尾
）

箜
は

背
甲

に
・
し

て

第
二

は

腹
甲
な
り
。

第
三
は

本
來
側
板
π

る

べ

き

な
れ
．

ε

も
後
述
す
べ

き

底

節
板
の

爲
に

全
く

置

換
せ

ら
る

。

（

三

三
）

歩

脚
は

腹
甲
の

爾
端
よ
b

生
じ

、

天
然
の

位
置
に

あ

わ

て

は
一

旦

折
れ

曲
り

て

内
方
に

向

ひ

更
に

屈
曲
し
て

末
鵡
は

外
に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
d

向
へ

り
。

（

三

四
）

歩
脚
を

組
成
す
る

節
を

末
端
よ

り

基
端
に

向
ひ

て

數
ふ

れ

ば

次
の

如・
し

。

即

ち

趾

節
、

前
節

、

蹶

笛
、

長

節
、

坐
節

、

基

笛
の

六
な
ウ
。

趾

節
は

屈
曲
せ

る

強
き
爪
を
二

つ

具
ふ

。

（

三

五
）

　
歩
脚
の

最
基

端
な

る

底
櫛
は

擴
張
し

て

底

節
板
を

爲

し

外
の

方
、

體
廊
の

外

緑
に

逹
し

更
に

背
面
に

及
ぷ

。

　一

に

肢
上
部

ご

い

ふ

は

是

れ
な

b
。

此

代

ご

背
甲
こ

の

境
堺
は

背
甲
正

中
線

、

外
縁
間
の

外

縁
よ
り

五

分

の

二

の

所
に

甚
だ

微
溺
な

れ
ご
」

も

縱
走

せ

る

溝
線
に

よ
今

て

認
識

す
る

を

得
べ

し
o

　

　
　

　
（

雄
）

（

三

六
）

第
一

歩
脚
の

趾
節
の

末
端
に

近
き

丙
面
に

は

甚
75
小

な

る

突
起
あ

り
。

（

三

七
）

　

　
　

　
（

雄
）

（

三
亠

ハ

）

　

な・

し
O

　

　

　
　
七
對
の

歩
脚
を
基

節
の

基
端
よ

b
取
 

離・
し

て

順
次
に

排
椡
せ

よ
。

第
一

脚
最
も

短
く
後

方
の

者
に

至

る

に

從
ひ
漸
次
其

長
さ

を

壇
し

第
七
脚
最
も
長
し
o

幕

節
、

坐

節
、

長

節
の

三

節
が

略
ぽ

其
制
合
を
保
ち
つ

畫

而
も

増

大
す
る

の

み

な

ら

す
前
節
ε

蹶

節
ご

は

後
方
の

者
稈

他
の

節
に

對
し
て

の

割
合
大
ε

録

る
。

（

三

入
）

　
中

體
の

各
節
に
っ

い

て

背
面

を
檢
せ

よ
。

第
一

節
よ
り

第
七
節
に

至

る

ま
で

悉
く

背
甲

区

底
節
板
ε

の

境
界
線

を
示
せ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

四

五
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（274）朋治四十四日 五 十 月 五 年

（

講
　
　
話
）

　
O
フ

ナ

ム

シ

解

都
手

引
（

五

島、
寺

尾）

り
。

底

節
板
は

第
一

節
に
於
て

は

其
左
右

前
端
鈍
角
を

な

し

前
體

の

牢
は

か

く

し
て

生

じ
だ

る

凹

所
に

陷
入
ゼ

b
。

後
方
の

體．

節
に

至
る

に

從

ひ
底

節
板
は

盆
主

後
方
に

突
出
せ

り
。

（

三

九
）

　
ル

殖
時

期
に

あ
る

雌
に

っ

い

て

中

體
の

腹
面
な
る

孵
卵

嚢
を

檢
せ

よ
。

此
の

嚢
は

第
一

脚
の

基．
端
閼

よ

り

第
玉

脚
の

基
端

間
に

亙

り

て

存
し

、

解
剖
針
を
以

て

之
を
開

く
時

は
抗

節
に
一

蜀

の

葉
状

體
左
右
よ

り
生
じ

來
り

て

相

對
せ

る

者
及
び

前

後
せ

る

者

ざ

互
に

相

重
り
て

か

く

の

如

き
嚢
状
の

室

所
を

腹
甲

、

葉
歌
體
聞

に

生
ぜ

る

を

見
る
ぺ
・
し
o

此
の

葉
擬
體
和

覆
卯
葉

叉
は

保
兒
葉
ビ

稱
す

。

（

四

〇
）

　
覆
卵
葉
は

歩

脚
の

墓
端
に

密
接
・
し

て

其

内
側
に

於
て

腹

甲

よ

b
生
す

。

此

は

腹
甲
の

擴
張
せ

る

も
の

に

し
て

歩
脚
幕
端
の

伸
長
せ

る

も
の

に

は

あ

ら
す
。

第
一

節
よ
り

第
五

節
ポ

至
る

五

節

に

各
】

對
存
し
、

第
一

對
及
び

第
五

繋
は

其
形

小
に

む

て

且
つ

孵

卵
嚢
の
兩

端
を
閉

鎧
す
る
に

適
し

、

他
の

三

饗
は

大
に
・
し

て

其
形

殆
ざ

相
等
・
し

。

生
殖

時

期
に

あ
ら

ざ
る

も
の

に

あ

b
て

は

覆
卵
葉

は

微
小
な

る

扁
李
の

突
翹
ご

し
て

殘
留

す
。

（

四
一
）

　
第
五

對
の

覆
卵
葉
の

附

着
點
に

近

接
し

て

其
の

内

側
に

　【〜

蟾
性
荏
殖
門
の

開
ロ
一

劉
存
す
賂

ぽ

「

く
」

字
形
の

小
縱

裂
孔
な

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ら
0

（

四
二
）

　
胴
部
背
面
に

は

中
礫

讐・冖

於
け
る

が

如
き

縱
走
せ

る

皺
線

な
む
o

レ

背
甲

が

左
右

兩
端
に

於
て

屋
庇

状
を

爲
せ

る

所
は

興
の

側

板
し

し
て

胴

部
に

は

底
節
板
は

存
せ

す
o

（

四

三
）

第
一

、

第
二

爾
胴

節
に

於
て

は

側
板
の

發

逹
甚
だ

微
弱

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
四

六

　

な
ち
。

爾
餘
の

胴

節
に

あ
b
て

は

側

板
の

先
端
は、
著・
し

く

後
方
に

　

伸
長
む

て

扁
季

な
る

棘
吐

从

を

爲
せ

う
o

　
へ

四

四
）

　
尾
節
の

後
線
の

中
央
は

韓

廓
の

明

瞭
な
る

鈍
角
又
は

微

　

か

な
る

突
起
を

な
し
、

側
板
が

在
右
兩
側
に

於
て

側
角
を

な
せ

る

　

所
ご

此
の

體

節
の

中

央
こ
の

聞
に

於
て

寧
ろ

側

角
の

近
く
に

二

箇

｝
　

の

小

な
る

三
癌

月

突
起
あ
も
〇

一
　
（

四
五
）

　

尾
節
の

後
方
に

尾
状
附
贋

肢
連
る
。

之
を
尾

脚
ご

鵜
・
し

 
　

甚
だ

長
く
、

體
長
の

三

分

の
二

の

長
さ

あ
り
。

基
部
の

節
は

甚
だ

…
　

太
く

且
つ

終
り

の

三

胴

節
を

合
し

た

る

だ

け
の

長
さ

あ

り
。

此
の

 へ
　

先
に

各
内

外
の

二

枝
を

有・
し

、

兩
者
は
略
ぽ

同
長
に
・
し

て

内

枝
は

…
　

先
端
に

褐
色
の

剛
毛
を
具

ふ
o

…　

（

四

六
）

腹

面
に

於
て

第
三

胴

節
附
廳
肢
を

先
づ

檢・
し

て

第
四

、

　

第
五
に

及
び

次
に

第
二

終
り

紅

第
一

を

檢
せ

よ
。

第

三

胴
節
附

屬

へ・

肢
は

三

部
よ

b

成
る
。

腹
甲
に

横
に

著
生
せ

る

板
状

部
ご

此
れ

に

　

附
屬
せ

る

内
外
の

膜
樣
物
．

し

な
h
。

第
一

は

原

節
に
’
し

て

第
二

は

 …
　

内
肢
第
三

は

外
肢
な
b
。

内
外
雨
肢
は

共
匚

機

能
に

於
て

は

鰓
な

’
　

リ

ビ

す
o

第
四
第
五

爾
胴

筍
附

屬
肢
も

第
三

胴
節
の

こ

大
同
小
異

　

な

b
。

　

　
　
　
（

雄
）

（

四

七
）

第
二

胴
節
附
屬
肢
は

其
内
肢
變
じ
て

交
接
器
こ

な

る

交
接
器
の

先

蟷
は

胴
部
の

中
央

に

ま
で

も

逹
す

。

各

器
は

二
酔

即

よ
b
成
り

甚

部
の

笛
は

原
節
に

　

　
　
　
（

雌
）

（

四

七
）

第
二

胴
節
附
屬
肢
の

其
内
肢
は

其
形
箒
三

瀰
笛
め
も

の

に

比・
し

て

小

な
れ

ざ

附

着
の

有
樣
等
は

全
く

相

岡
む
。

副
肢

を

有
す

。
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附

着
6
多
く
は

體
長
ご

直

角
を

な・
し

、

末
部
の
杜

即

は
甚
封

に

長
く

・
し

て

細
く

置ハ

直
に

後
方
に

向

ふ
。

此
の

末
端
は

膨
ら

み

其
外

面
に

無

數
の

小
な
る

棘
が

縱
列

を

な

せ

り
。

原

讐
外

後

方

≦

伸
び
て

副
肢
を
な

す
o

（

四

八
）

第
一

胴
節
附

屬
肢
の

内
肢
は

交
接

器
に

少
し
く
似
た

れ

ざ

も
二

節
に

は

芬
た
れ

す
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　「

（

四

九
）

　
中
體
の

第
七
笛
腹

面
一

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
　
　

の

中
央
よ

り
一

對
の

細
長
き

棒

状
突
起
生
じ

第
一

胴

節
附
屬
肢
一

の

中
間
に

向
ふ

。

一

見
し
た

る

所
に

て

は

第
一

胴

節
に

附

属
ゼ
一

る

が

如・
し
。

　
　
　
　
　
　
一

　

　
　
三
三

内
部

形
態

（

五

〇
）

（

四

入
）

第
一

胴
節
附

屬
肢
は

雄

の

に

似
陀

れ
．

ε

も

其
形

小

な

り
O

（

四

九
）

　

な
ボ

し
o

　

　
　

　
生
け
る

材

料
の

必
要
な
る

事
は

勿
論
な
れ

ざ

も
酒
精
漬

標

本
の

方
反
つ

て

便
な
る

事
あ
b
。

生
け
る

者
は

多
少
の

濕
氣
を

注
意

・

し

て

保
だ
・
し

め

π

る

稍
子

壜
内
に

て

は

數
日

間
其
生
を

保
た

’
し

め

得
べ
・
し
o

（

五
一
）

觀

察
に

便
な
れ

ば

先
づ

雄
を
用
ひ

よ
D

體
の

正

中
線

を

避
け
て

背
用
を

切
り

開
け

。

背
甲
の

直
下
に

眞

皮
あ
り
。

色

素
を

含

有
す
。

（

講

　

　

話
）

　
○
フ

ナ

ム

シ

解

剖
手
引
（

五

島、
寺
尾
）

　
（

五
二

）

　
胴

部
の

背
面
に
は

顯
著

な
る

筋
肉
發
逹
せ

ら
o

是
れ

背

　

部

縱
走
笳…
に
・
し

て

筋
繊
維
の

各
束
は

其
前
端
は

一

胴

節
の

前
縁
に

　

着
き

其
後

端
は

次
徽

即

の

前
線
に

着
け

り
。

　
へ

五
三
）

　
中

體
に

於
て

顯
著
な
る

發
逹
を
爲
せ

る

は

附

屬
肢
畢
筋

　

に

し

て

各

節
に

あ

b
。

其
背
端
は

體
節
の

背
面
即

ち

背
甲
下
の

眞

…

皮

鬲
羣

。

蘰
撫
辮
囎
鑷

蠶
爍
智

縫

…

誕
り

瀰
醸
鞴

驢
繕
講
齢
蜘

靆

 
　

涙

出
す
る

所
に

於
て

前
方
へ

走
る

細

管
に

移

行
す

。

細

管
は

即

ち

　

中
央

大
動
賑
な
b
。

一
　
（

五

六
）

　
心
臟
の

背
壁
に

は

二

箇
の

瓣
ロ

あ

り
。

一
　
（

五

七
）

　

血
管
の

直

腹
に

太
き
管
縱
走

す
。

是
れ

淌
化

管
な
6
。

…
　
（

五

八
）

　
湾
化
管
の

後

端
は

細
く

し
て

括

約
筋
に

て

圏
ま
る
o

此

一
　

部
は

直
膓
に

し
て

甚
だ

短・
し
u

尾
節
の

前
端
よ
b
肛

門
に

至
る
。

……
　
（

五

九
）

直

膓
の

前
方

、

中
髀
第
一

節
の

後

端
間

は

即

ち
直
膓
な

…
　

り
0

訓
　
（

六
〇
）

中

膓
の

前
方
に

胃
あ
り
。

細
き

食

遁
に

よ
り

て

臼

に

通

　

す
。

胃
の

内

面
に

は
キ

チ

ン

質
よ
り

成
る

所
謂

齒

あ
り
G

　
（

六

こ
　
浩
化

管
に

滑

う
て

三

對
の

細
長
き

體
あ

う
。

該
管
の

左

　

右
兩
側
K

於
て

其
の

背
翻

面
、

側
面

、・

腹
面
に

位
置

す
。

是
れ

肝

　

脾
臟
な

り
。

前
端
ほ

胃
に

開
き
後
端
は

胴
部
の

後
部
に

至

る
。

四

七

N 工工
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一
く

講
　

　

瀟）
　
0
フ

ナ

ム

シ

解

罰
手

引
（

五

島、
寺
尾
V

　
　
　
　
　
へ

雄
）

（

亠

ハ

ニ
）

　
畢
九
は
浩…

化

管
の

前

宇
の

背
面
に

左
右

各
三

あ

b
細

長
紡

経
形
を
な

し
前
端

は

絲
状

尸

に

藩
b
、

後

端
は

輪
精
管
に

開

く
。

癒
精

管
は

淆
化
管
の

背
側

面
を
走
り

中
體
の

鋸
七

締
紅
至

り
て

急
紅

細
小

巴

な

b
肝
膵
臓

の

外
側
を
迸
回
し
て

交
接

器
の

墓

部
に

至
る
。

（

六

三
）

　
　
　
　
（

雌
）

（

⊥

ハ

ニ
）

卵
巣
は

淌
化
管
の

直

背
に

一

對
存
し

中
體
の

全

長
に

亙
b
、

徇
胴

部
の

三

節
に

ま
で

も

逹
す
o

前
後
雨
端
は

盲

蠕
を

以
て

絡
る
。

中
體
第
五

節
に

於

て

左
右
の

輪
卵
管
に

連
り
、

輪

卵
管
は

外
方
へ

又
腹

方
へ

向
ひ

て

雌
性
生

殖
門
に

開
（
。

　
　
　
　

清
化

管
を
除
去

し

て

紳
經
を
露

出
せ

よ
o

對
存
せ

る

紳

経
舗
が

太
き
連
鎖
紳
経
に

よ
り

て

結

合
せ

ら
れ

て

縱
列
を
な
せ

る

を

見
る

べ
・
し
。

侮
、

前
體
を
も

切
り

開
き
全

紳

經
系
統
を

露
出
せ

よ
。

必
要
に

應
じ
て

筋
肉
等
を

除
去

て

る

事
勿
論
な

り
。

（

⊥

ハ

四
）

　
講

型
眼

間
に

大
な
る

紳
經
櫛
め

b
。

是
れ

腦
な
h
二

に

喉

上
紳
経
節
こ

い

ふ
o

左
右
に

太
き
観

沸
經

葉
を
分
肢
す．

。

（

山

ハ

五
）

　

咽
晦恥

を

周
る

太
き
融…

經
あ
り
。

…
即

ち
喉
周
蓮

鎮
袖
町

經
に

・
し

て

大
な
る

喉
下
紳
經
節
に

至

b
此
れ

を
腦
巴

結
合
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

亠

ハ

六
）

　

喉
下

神
經
節
は
其

前
部
に

於
て

腹
端

太
く
・
し

て

背
端
細
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

き

筋
肉
の
一

束
に

よ

り
て

穿
孔
せ

ら
る

れ

ご

認
め

難
・
し
o

（

⊥

ハ

七
）

　
喉
下

紳
經

笛
は

蓮
鎖
紳

經
に

よ

り

て

胸
部
紳
經

節
に

連

5
、

蓮

鎖
紳
經
は

紳
經

節
問
に

於
て

勢

皴
を
出
せ

り
。

（

六
八
）

調

存
せ

る

紳
經

笛
は

甚
だ
密

接
し

、

連

鎖
紳

經
の

中

間

に

は

細
き

中
央
紳
經
縱
走
せ

り
o

紳
經

節
よ
り

左
右
に

分
技
を
出

四
八

す
o

（

亠

ハ

九
）

　

笹
廻

七
胸岬

部

憩
経
雄

即

は

第
亠

ハ

の

夫
れ

に

密
接・
し

、

省
、

穏…

方
な

る

胴
部
棘
經

節
に

密
接
す

。

へ

七
〇
）

　
胴
部

紳
經
褫

即
は

甚
だ

大
に

し
て

六

枝
を

出
す
Q

　
　
　

附

言

　
本
篇
に

用
ふ

る

厨
の

街
語

穏

凡
て

「

實
臉
動
物

學
」

所

載
の

も
の

に

從
ふ

。

但
し

該
書

に

見

え
ざ

る

も
の

に

し

て

主
要

な
る

も
の

次
の

如
し

。

　
　
『

30
♂

冨
彎

巴】
臼

保

見
葉

。

8
図

島

℃】
臼・

富

嵐
鰤

板。

　

慈
臼

籔

9
申
虧

。

oo

ω

零
ひ。

響
o

額
卵

葉
。

o
国
除

冒
彗

瓣
口

。

　

啀

阜
。

雷
。

冨
琵
¢

 

eg

蚤
 

望
呂

喉
周
遲
鎮
紳
經
」

」r隔
（「
〜

〜
、

、
、
〜

〜

ー
ヒ

…

第
一

固
。

　

左
大

顎
後

面
（

約
八

倍
牛
）

。

第
二

圓
。

　

右
大
顎

門

齒
状
突
起

後

面
（

約
三

十
五

倍
）

。

第
三

圏
。

　

左
大
顎
同

上
（

約
三

十
三

倍
）

。

第
四

圏
。

　

左

第
一

小
顎
後
面
（

約
八

倍
牛
）

。

第

玉

圏
。

　

同

上

外

枝
後
面
（

約
三

十
三

倍
）

。

第
亠

ハ

鬪
剛

崢

　
　

左
第
二

小
斟

狽

後
面
（

約
八

倍
小
†

）

0

第
七

圏
。

　

左
顎

騨
後
面
（

約
八

倍
牛
）

。

第

八

園
。

　

所
謂
下

唇
後
面
（

約
入

倍
牛
）

。

第
九

圏
。

　

左
第一
一
顎
角
背
面
（

約
六

倍
牛
）

。

第

十

圖
。

　

中

醴

第
五

簽
腹
面
（

三

倍
）

。

ド

雌

性
生

殖

門
開
口

。

。

p
覆

卵
葉
痕

跡
。

第

十
一

圖。
　

左

第
二

胴
節

附
屬

肢
脊
面
（

約
八

倍
孕
）

。

 

緊

副
肢

。

Φ

N

外

肢
。

第

十
二

圖−
　

同

土

交
接
器
末

端
（

約
三

十
三

倍
）

。

第

十
三

圖
。

　

心

臓
及

動
脈
（

四

倍
）

。

。
q・

瓣

口
。

第

十
四

圖
。

　

雌
性
生

殖

器
（

四

倍
）

。

鍵

畢
丸

。

＜’
・
广

輪
精

管
。

第

十
五

圏。
　

蝨…
經
系
統
（

四

倍
）

。

＄
唱

腦
。

σ

げ・
 

胸

部

紳

經
節

。

巴〕・

爺

胴
部

　
　
　
　
　
神
経
節

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

JapanZoologloal 　SOOIety

動學 物雜
．

二 第 誌百
・

十 七一號で
’
277 ）

偽

／／
8

¢

2

序

．

ρ

3

6
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講
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鵬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
噸

 

」
慨
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噺

誰
−

傭
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